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汎対象ならびに方法   











クリアランス検査異常なし）である．   













より簡便に導き出すことが可能となった。   
＊金沢大学医学部核医学教室  
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試験が施行された。   
三．方 法  
i）前処置：通常，検査30分前に排尿させ，  
水300m／を服用させた。   












かTPAのカウント数を，1分間計測した。   
3）99mTc－DTPÅ腎摂取率の算出：腎摂出率ば，  
以下のごとき手順に従い算出した．  






を示す）．   
② 求めた時間放射能曲線について，C鼠丁上に  
放射能が出現してより1ヱ0秒後から，180秒改ま  
での左鯛腎の集積力ウント∫：…：輔dtを求め，  
首呈g。且 Regions ofinte柁St below tbe kidneysⅥ，ere  
usedわrbackgroundsubtrac貢011．  
、I’  





（診 次に腎の深さに対する補正として，左右腎  






を求めた。〃は，99皿Tcの軟部組織に  （t））dt／e‾〃∫l   
おける線吸収孫数（0．153）である†   










11l．結  果   
1．99n－T亡－DTPA腎摂取率値とヱ」時間クレア  








の回帰式が得られた。   
且．9如昭k－DTPÅ腎摂取率値とチオ硫酸ナトリ   
ウム。クリアラン対置との相関   
同一症例にて，1週間以内に99mTc－DTPAと，  
チオ硫酸ナトリウム。クリアランスとによる検査   
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9．685の回帰式が得られた．   
















き，35m〝min．以上の数値を呈した．   
軋 99叩e－D甘PAレノダラムパターンと分腎  













ン別の分腎GF鼠を示した。標準型正常パターン   
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の範囲内，残りi側腎が20m〝mi乱 以下の数値  
を呈した），閉塞型では29．7土10．1m〃min。（li  
側腎吼 4側腎が35m〃min．以上，3側腎が20～  
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耶雷．5 SplitGF鼠invarious99mTc－DTPArenogram王）atternS。  
以下の数億を呈した）と，機能低下型や無機能型  
に比べ，比較的幅広い分布を示した。  











りゥ 単に左右腎のGF鼠の分配を行うだけでなく，  




























じたものの，検査時の被験者の体位は坐位でなく   
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